
通知書番号が不明の場合は、空欄で構いません。

黄色セルに各月の事業収入を入力すると、

「事業収入割合」やそれに対応した欄に

〇が自動で入力されます。

令和3年2月1日(月)までの日付で

記入してください。（申告書作成日）

担当者直通の電話番号を記入してください。

◎手書きでの申告書記載をご希望の方について
該当箇所を空欄のまま印刷を行い、必要箇所（黄色セル）を

手書きで記載してご提出ください。

日本標準産業分類における中分類で記入して

ください。複数業種を営んでいる場合は、主

たる業務で記入してください。
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この欄は記載不要
（認定経営革新等支援機関等が記入します）

※敦賀市へ提出前に、必ず認定経営革新等支援機関等の

確認を受けてください。
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各項目を確認してから、確認欄に〇を記入してください

法人は事業収入、事業用家屋の明細が分かる資料を添付してください。

例：法人事業概況説明書及び法人税申告書別表16（固定資産減価償却内訳明細書等）
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△

事業用家屋がない場合は、この用紙は提出不要です。

小数点第２位まで記入してください。

（小数点第３位以下切り捨て）

①課税床面積×③割合 =②うち事業用部分

となる数値を記入してください。

※①課税床面積及び③割合を入力すれば、

②うち事業用部分は自動計算されます。

・所在、家屋番号、家屋の種類、家屋の構造、課税床面積の欄は、

令和２年度納税通知書における固定資産の課税明細等をご覧いただ

き、記載してください。

※未登記家屋の場合は、家屋番号の欄は未登記と記入してください。

（未登記か判断できない、もしくは家屋番号が判らない場合は、

空欄で結構です。）

※課税明細等の家屋番号の欄が空欄になっている家屋は未登記です。

・床面積（割合）の欄へは、

青色申告決算書等をご覧

いただき、記載してください。

① ③②
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